








は、『みかげ石 Granit』、『石灰石 Kalkstein』、『電気石 Turmalin』の三作






















































上記の空間描写について、Eve Mason は、この聖母子の絵画を「装飾的付属品 














子が「暗色のビロードの襞 ein[e] Faltung von dunklem Sammet」に囲われて
いる、という記述が入り込むことである。この「暗い、暗色の dunkel」という
語は、以下のような本作冒頭の一文を想起させるものである。「電気石は暗い、
そしてここで語られることも非常に暗い。Der Turmalin ist dunkel und was da 








































る。彼女は「心地よく、穏やかな郊外の住まい eine angenehme, freundliche 
Vorstadtwohnung」（HKG 2,2 149）に居をかまえており、子どもたちの健康に













































































































バツ印やその他の記号によって消されている häufig durch Kreuze und andere 












































ことを教えてくれて、そしてたくさんのことを話してくれました Er lehrte 


















































　本稿は JSPS 科研費 15H06725 の助成を受けた成果の一部であり、阪神ドイツ文学
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 8）　例えばEsselborn は「知的障がいの少女 ein[] geistig behinderte[s] Maedchen[]」 
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された）においても、ラファエロの『システィナのマドンナ Die Sixtinische 
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